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§1.古 典 統 計 學 の限 界 周 知 の 如 く,統 計 學 は3つ の 源 泉か ら出発 した 。 その1っ は,猫 逸 の

國 勢 學 派 で あ つ て,HermannConring・'1606-81年).GottfriedAchenwall(M9--72年)

が,そ の 創 建者 で あ る。 そ の2つ は,英国 の 政 治 算術 學派 で あ っ て,JohnGraunt(162(F-74

年,WilliamPettyd623-87年)等 が輝か しい。 その3つ は,佛 國 を 中心 と した 古 典 確 率 論

で あつて,BlaisePascalx1623-624の,PierredeFermat(1601-1635)等 に始りJames

Bernoullis（1651-1705年)等に よ り発展 され た もので あ る.ほ ゞ時期 を 同 じ く,統 計 學 の3つ

の源 泉 が 相異 る様 相 に於 いて出 現 した事 實 は,こ ゝに最 も攻 究 を要 す る點 で あ らうも独 逸 國 勢 學 派

の 歩 み 來 た と ころ は,分 類 ・表 示,比 較 といふ 線 まで で あつ て,数 量 化 さ の進 展 は,本 格 的に は

英 國政 治 算 術 學 派 に ま た ね ば な らな か つ た 。 言 ふ迄 もな く,こ ゝ英 國 に於 い ては 資 本 主 義 経 濟 が発

足 しつ ゝあ り,こ れ に対 比 して,独 逸 の後 進性 封建 制 をそ こに基 盤 と し て明 確 に指 摘 し得 る で あ ら

うり市 民社 會 な くして は,そ れ は越 へ 得 ない 線 で あ る。佛 國 の古 典 確率 論 の 起 源 を,賭 博 遊 戯 の流

行 の な か に見出 して安 心 す るの は,吾 々の と らない と ころ で あ る。 賭 博 の 流 行 自身 は 商業 資本 の集

積 に 關連 して ゐ る の で あ る 。こ の基 盤 を離れ て は理 解 され ない。(例 へ ばPetersburgの 問 題 を 見

よ。)ひ と し く古 典 確率 論 とい っ て も,JamesBernoullis,DeMoivreの 頃 とPierreSimon

Laplaceの 頃 と は思 想 的 には 既に 相 封 立 す る もの で あ り,前 者 に は神学的 ヴ エ ール が つ きま とつ

て ゐ る。 後 者 に は フ ラ ンス革 命の息 吹 を感 じない わ け には 行 か な い ので あ る。 これ ら3っ の源 泉 よ

い と い ふ べ きで あ ら う。 こ ゝに その代 表 者 と してAdoifQuetelet(1796-1874年） を,わ れ われ

は 見 出 す の で あ る。 古典 統 計 學 の定 礎 者 と して のQueteletを,統 計 學 の歴 史 に於 い て特 徴 付け る

もの は何 で あ ら うか。

Grauntか らJohannPeterSossmilch(1707-57年 寿1を経 て,Queteletに 至 る迄 に績 ≡ζーξ二

が 歩 み続 け て到 着 し得 た地點は,概 観す れ ば統計 的 法則 の確 立 とい ふ ことで あつ た 。Graunt}涛

ロン ドン市 民 の死 亡 表 より,当 時 と して は コ ロン ブ スの ア メ リカ発 見 .に 比 すべ き統 計 的事 實の

年 前EPち1830一 二50年 ○頃 で あ るeたx"こst合 とは外 面 的 な 意味 で あつ て辮 誰 法 的 な止 揚 はな

1),相互に無關係或は相反擾し合ぴつ 甕ゝ展し蓼つた統計學が,1ρ の綜合に達した¢が今よ り100e
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発見を よ く果 し得 た。 けれ ど も,大 量 観 察の 方法 を明 確に 自覚 す る に至っ たの は 後世 のSUSSmilch

の 段 階 で あつ た 。 しか し,今 日か ら見 れば か くして 確 立 され た と彼等 の 考 へ た と こ ろ の 統 計 的 よ則

の解釈 か 問題 で あ る。Queteletに あ つ て は,Sussmilchの 神 學 的 ヴ エー ル を 佛 拭 す る こと は 出來

た 。 だが 彼 の世 界観 は,要 す るに 當 時 支 配 的 で あ っ た と こ ろの 力 學 的 膚 然 魏 に強 く影 響 され て居 り,

そ の た め にQueteletの 統 計學 は ・後 世 に於い て 克 服 さ1しね ば な らた い と ころ{)限 界 性 を自 ら もっ

て ゐた 。数学、 天體 力学 か ら天 文,氣象の観 測,特 にそれ らの周 嬬現 象の観測 へ,更 に動 植 物 等 の

自 然現 象 の観 察 へ と移 っ て 行 つ た の がQueteletの 研 究 で あ るeそ り 自 然 観 に は,天 彊 力學 等 に 於

い て 見事 な成 功 を牧 めて ゐたNewton力 學 に俘 つ た と ころO力 奪納 自然 観 ガ 支 配 的 で あつ た と 見

るべ きで あ ら う。Queteletの 社 會物 理 學 も・ この様 な自 然 観 の もとに 。就 愈現 象 を類 推 的}こな が め

よ うとす る もので あ つた 。 天 文 観 測 に於 い て,魏 測 鮪 は,眞 値 に齪 測 誤 差が 加 つ た もOと 見 られ,

しか も眞 航 の從 ふ と ころ の法 則 は 徴 分方 程 式 に よつ て 必 然 的 に規定 され た もの と して 輿 へ られ る.

Queteletに あつ て は 社 會現 象 を,こ れ と 難推 的に考 へて 自然 的 な もの と撹 胤 的 な もの と にわ け て 見

て ゐ るの で あ る 。 この 自然 的 な もψ と は,SpinozaC思 想 にっ な が る 。こ れ は 典 型 的 な もの といふ

理 怠 に當 るの で あ つ て ・史買 に も明 らか な や うにQueteletは 詩 聖Goetheの 原 型の 思 想 に深 く影

響 され て ゐる の で あ る。 そ う して掩 飢 的 な もの に対 す る解釈 に當 つて は,PierreSimonLaplace

(1749-1812年}の 古 典確率 論の 立 場 を援 用 し よ うと す る もの で あつ た とい ふべ きで あ らう。

Queteletの 統 計 學 は ・ 静 観 的 な 自然観 に 立 脚 し,機 械論 的 な 決 定論 に制 約 され て ゐた 。 從 つ て

歴 史性 に対する 謡 哉の 猷 除 が あ つ た 。経 済社 臼 の運 動 法 則 の様 な 観念 は全 然 これ を訣 い て ゐ る。撤

学的法法の使命につ い て も充 分の 自覚 を訣 い て居り 、從つ て 統計資料の 安 定性 鵬 味 を訣 い て 居 つ

た^統 計 張 禦時 代 ・二嵐 は ・ や が て沈 静 に郎 し,統計 學 は,科 學 の 女王 を潜 総 す る こと な く,意 志 の

自由決 定 周 題 に煩 は され る こ とな く,着 實 な役 目 ・こ立 ち蹄 つ た.そ れ は19世 紀 後 半
,力 學 的 自然

魏 の次 第 に崩 壊 して 行 く頃 と期 を一 にす る。 それ は 偶 々蛎 を一 に したの で は な い 。同 一の 基 因の あ

らわれ に外 な らな い とい ふべ きで あ ら う。

§2・ 近 代 誌 計学 の系 譜Quetelet以 後に 於 いて は,1900年 を中 心 と して 前 後20年 間
,支 配

的 で あ つ た と こる のKarlPearsond857-1936年)の 記 述 統 計学`と
,1920ヨ 噸 よ 〃R.A.

Fisherに 依 つ て 開拓 され た推測 克言tesと を
,わ れ わ れ は,代 表 的 な もめ と 見 る。 これ らの 統 計 學

は夫 々歴 史的 に 先 行 す る もの に蓮続 して ゐ る こ とは 言ふ 迄 もな い
。 帥 ち,古 典統計 學 か ら記述 統 計

學 へ・ そ うして記述統計学 か ら推 測 統 計学 へ とい ふ 進 展 は
,夫々 前 者 か ら後 者 へ の 腕 皮 的 な 生 長 を

意 味 す る の で あ る 。 しか し乍 ら,この 蓮続 性 と共 に,相 互間 に 見 られ る飛 躍 も亦指 摘 され な けれ ば

な らない 。 この観點 を獲 得 す るた め には、われ われ は
,統 計 學 の 世界 か ら 離 れ て,19世 紀 後半 と

いふ 時 代 を凝 覗 す るの が 必 要 で あ ら う
.そ う して その結 果 一 この 場 合 には 自然科 學の 飛躍 と い ふ

時代の結実 を通じ て ・一 統 計學 の飛躍の 起 因を探り得 るの で あ る
.こ の 様 に域 る もの を 欄 項}こ

と つ て それ通 じて基盤 を探 究 す る こ とは或 る人達から見 れ ば
,ま ことに 迂 遠 で あ り嘲笑に 値

す る愚鈍であ るかも 知れ ない然し その 様 な迂 遊 い とふ こ とな く・科学史は 一 歩 一渉 緊密な連関

に 於 いて 固 め て行 きた い と私 は考 へ る

当時の 自然科学史に於ける大 きな飛 躍 よ1っ には進化論の確 立2つには
エ ネ ルギ ー鮪 則 の確

立３つに細 胞学の発達 で あつ た ・ それ ら瞭 計 學 劇 して も根 本的な影響を及 し
て ゐ る こと を

茲に指摘し たい 第1に 進論 との関連 で あが
,KarlPearsonの統計学は もと進化論の数 量 的

確認を１つの目標と した もの で あつ て
・ その学問的性 格 は.CharlDarwin(1809_82年 よ

りFrancisGa1ton（822-191年 ・へ
,そ してGaltonよりPearsonへ の 系 譜 を辿 る こ と}こより

・最 も明確 に把 握 され るので あ る・ 第2に エ ネル ギ ー則の確 立は熱力学の発 達
に附 随
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しこもたらされた ものであるが,熱 力學の諸去則が氣體 運動論の 立場か ら力學的解明を要求 される

やうになり,JamesClarkMaxwell、1831-一 ・79年、,LudwigBoltzmann1811…1906年)を

経て,JosiahWilbiardGibbs.(1839--1903年)の統計 力學に到達 し茲に確率論的方法の 必須なこ

とを明確に自覚し,次 第に形式を整へるに至つた。特にGibbsの 統計集團の鷹念,Boltzmann

のエルゴード假説等は,古 典確率論の範曙をこへるものであつて,確率 論の近代化を促進したOは,

IF.にこ○線に於いてであつたと見るべきであらう。しかも近代確率論の確立なくしては,推 測統計

學ご・数學的型式化は恐らく全きを 得なかつたであらう。第3に,紐 胞學D護 逮は,遺 傳學を通 じ

て,周 接的ではあるが推測統計學の獲達を促進 した。Mendelの 法則が,現 代統計理論(例 ＼ぱ評便

論1に対して もつところの周題提出者としての意義は特筆されなければならないであらう。系統簗

殖 を利用するGreg。rJohamMendel(1822-84年 ノ等つ實験逡傳学の 方法は,統 計學o基 本

たる母集團○概念:こ物質的基礎を確保した例,=外 ならないといふべきであらう。 いM¢ndalに 於;ナ

る統計的方法○意義に關 しては一般に誤解なしとせぬ,考 誼を躬待する)現 代の推測統計學は,方.

法的には,こ 脳 ら3っO纏)何 れにも負ふところが多いのであるが,尚 それだけでは基盤 として直

接には不充分であつた。現代の推測統計學O基 盤 となつたものは,直 接的にはむしろ農事試験の計

垂と大量生産の管理とであつて,計 叢と管理 といふ2つ の概念に,経済計垂へ進む現代の社會が把

握されなければならないであらう。われわれは次節に於い て記述統計學を同顧しよう。

§3・ 記蓮統計學之文法19世 紀末より今世紀20年 代頃に於いて支配的な地位を占めて來たの

が記逮統計學であつた。相關,回 鰭,積率(Moment),四 分位数,百 分位数,Pearson型 分布等

々,統 計學的諸概念,諸 型式の多 くを,わ れわれはGalton及 びPearsonに 負ふものである。

これ らはもと生物統計學O研 究手段として導入された もOで あるが,進 んで社會統計,経 濟統計に

も懸用されるに至つたのであって,現 在に於いて も,敏 理銃計學 といへば,こ うした諸 笠怠,諸 教

式○蓮用にあるやうに誤解してゐる人達 もあるやうであるeこ れ等O概 念が統計學的に極めて有用

であること,叉 ・統計現象の離察結果を簡明に要約する型式(formuIae ..の必要なこと,そ ういふ

ことはもとよ)1;F.3・r來共,愛 ることのない基本的な要諸であらう。事實推測統計學1こ於いても,こ れ

らの概念を利用することに於いて,記 述統計學と愛 りはない。然し乍 ら,利 用する意味が異なるの

である。

記蓮統計學は,生 物統計學として生れ,進 化論にっながる系譜は上述の如 くであるが,他 面に於

いて,そ れの思想的背景}こ,経 験批判論のあることを,見 落してはならない。力學的自然観の崩壌

のあとに起つたものに,経 験批判論があつた。Kar!Pearso喚 の科學観は,ま さにそれであつた。

PearsonはMachよ りも更に徴底 した記=述論者であつたeそ の哲學 よ,決 定的ic,記 逃統計學に

影響 してゐるOで ある一進{ヒ論と経験批判論との轄びつきを解くことにより,記 蓮統計學の性格が

明らかにされるであらう。當時の進化論が槻察の露納論理に立りこと,そ れは當時の英國の畜産技

衛を反映してゐることを先づ身.れわれは知つておくべきである。

記違統計學○功績 として學げ得ることは,第1に 記述的用講の多 くを用意したことである。次に

は,偶 然攣動を目安として必然性を検出する論理を,一 前時代 よPも より明確に,自 畳し使用した

ことであるe第10黙 に關しては,古 典統計學の線 よPも よP進 んだものであつて,統 計的法則の解釈

に対する 認識の進歩であると云つても良いであらう。か ゝる法則は,人 蘭が溝成した ものセう

るとO認 識を明 らかにした路は,た しかに経験批判論の明確 にしたところである。たがその次に,

それは客齪的な存在の模窮反映として構成された もので¢ると附言することを,経 験批判論者とし

てのPearsonば 拒否するであらう。これを拒否し,し か も,人 間の實践 といふ面を通することな

く法則の人間的篠成を指導する原理を求めるとき,ひ とは思惟の経濟といふや うなことに依存せざ



るを得ないことになるのであらう。か くして自然σ法則は便宜的な 、心的速記 である 從つて度

敗分布,積 率,相 關專々その何れに於いて も,数 量化された資糾を表示する記述的用語○意義が彊

調されなければならない ことになるのである。この事を特:こ輯 しうれは,相 調といふ概念に於いて

見るであらうe次 に第2の 功績に關 して述べ よう。 もと進1ヒ論;ま,自 然の主物界の歴 史的護展を詮

くもので あつて,力 學的自然厩に俘ぶ機械論的 よ静態観を打破す るものである。しか もDarwinの

進化論に於い ては・進化の要因を・淘汰によつて 隅然的愛異が 累積されて 行 くことに あ りと考へ

た。帥ち個 々の種の内部に於いて,個 禮 と個體 とを比較 して見ると,そ れらは同一の形質をもっ も

のでな く・それ らは偶然的な差別性2Pち 偶然的愛異を示すといふ自然の事賓に先づ着眼 したのであ

る。次にダウイ・・ズムでは,こ の偶然的差別性そのものが,種 の特質そのものを打破するに至 るも

Oと 考へるのである。進化論の激量的確認を目標とし犬記述統計墨が,こO膚 ,然界の$實 をあ りの

ま ゝに記逮する手段として・度鎖分布を必要とし,こ れを基本的厩念:こおいたことは當然である。

更ic上述O思 想::91憲 して,署 しい量Y・J偏差は,新 しい種族O表 現 を見ようとする立場に立つので

ある・然 らば著い 量 的1碓 と1ま何であるか。≧れは偶然に起る鋤 勺1融 としては,生 起す祉 と

が極めて稀な様な大きな偏差であるといふ意味であ り,更 に換言すれば,営 該偏差以上`つ煽差が起

る確率は極めて小 さいといふことを意味ずる・然 らばこ ・に騨 は如矧 ・して欄 されるか。確率

は,度 数分布そのものを前提し,た とへて云へば,恰 もそO分 布に從ふ如き球(撰 成要素)を もつ

袋からの透機抽出と考へることによって・計算μ1來る。こO様 な見方を記述緯計學が もつてゐたこ

とは・PearsonO著TheGrammerofSciencelこ 於いて明確;c見 られるのである。カ.くして

推測統計eSe紙 一重の差しか"$-v-tこと1・氣つくであらう・しか もtiヒO紙一一重 峠 極めて臥 であ

り・記述統計康σ限界を見究めることなくしてはとり去 り得られないところの紙一重であるといは

ざるを得ないoで あ.

記蓮統計學のもつ限羅 を指摘するなら1沸1に それが繍 批判論で髭 が故の制約eseげ なけ

ればならない.一例へば相關といふ概念は,記 述統計學つ基本概念であつて,Pearsonは 次O様 に
さへ云つてゐる・「数理統計學O目 的は2箇 以上の愛量が,函 轍的關係にはない・場合について,こ
れ霞 量間の相互關係 を謝 るごとである.例 へば9・ と

.yeの 關係を見瑚 合,コLを(x,V.)
平iEitcプロツFLて 見るとき・1本 。まとまつた醐 つ上にoつ てゐるといふ廉

,物 理學者は理
想化して取扱ふ・しかし統計賭 の取扱ふのは泌 札 も1本 。曲線の上}。載つてゐるとは 限ら

ナ・大獣 於いて或る轍 の領域に散 らばつてゐ硝 な 關係で泌
.」 こ。徽 記述統計學 εは函

敏の魔 鱗 張として欄 の概念鯉 解 しこ躍・蝦 く鯛 しようとしたのであるが
,そ の場合,函

薮の概敏 於 いて理解 したところの ものi't,xt:き まればこれ}・対してyが きまるといふDin。h1。t
の定義によるものに相當するのであって

,そ れは,本 質的に封憲といふ ことでしかなかつたと見る
ぺきであつて・そコ ・記述哲學力鞠 ・忍び込んでゐるOで はあるまhか

.棚 といふ融 、於いて
も・これが俘ふ。であつて・t-・trxxが因果關係といふこととは峻別されるべきであるemeCi

。湘 關
關係だけか らは・或る種・糎 關を請 し徹 い

.魏 これ濾 定し探究する手がかりとなるに止 る
ものである。

記述統静 のもっ駿雑 ○第2は ・それカ・餓 。論理として総 しないで
,縣 。論理 吐 ると

ころ瞳 る・・輪 に統計縢 めて見る」 といふ諜 にあら輔 ると
ころ・聯 鋤 ・記澱 計學には

免れなかった一面である・それは・Kar1Pears。nがDa・win礎4ヒ 論の舷 とS
pin。。aのeC

の誌 論に醐 てゐたことが・ その致 命向勺醐 紐 な'ノ ゐると見るべきであらう.統 計的認靴
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麟納論理の面力から見るならば,この點 が一暦鏡 く淳上ってくるのが看取 され得るであらうe古 典統

計學 も記述統計學も,ひ としく脇納論理の うち一・致法:=主 として負ふてゐた。とれに反して・推測

統計學は.同 じく館総論理ではあるが,差 異法に多 く關連 して考へ られなければな らない。周知の

如 く一致法が槻察の論理であるのに対して 差異法は買践の論理であるといはれるのであるoこ の點

に關 しては綜合科學(新 刊、にこれを論 じた。

記述統計學のもつ限界性の第3は,客 濫的存在の否定に關するものであつて・bはL";'物 質の忘

却oと いふことに相當するものである。當時の進化論にあつては・進化並びに遣傳の物質的基礎に

立 入ることな く,表 面的:=現 出するところO事 實を,現 象論的に記述する段ig;cあ つた。それは當

時の農業 暗 崖 ・技術 として履まなければならない段階であつたであらう。しかし・人間の認識は

これに止ま り得ないのである。何故ならば.人 間0認 識の目標 とするととろは・現朕の解脊に止 ま

らす,更 に進んで現厭の塗革を要求するものである。翠なる現象論的記蓮は・人聞の認識の窮極の

目的ではないのである。愛革といふとき,対象 に対する 人間の働きかけ,實 践といふ面を前提とす9

るのである。この實踵といふ面に於いて,ひ とは始めて客蟹的存在を確認せざるを得ないのである。

記述統計学の もつ第40隈 界性は,それが大試料論に制約されてゐるといふことである。即ち試

料の大きい場合にしか 一般には 妥當しない理論的構造であるといふことである。推測統計學 は 周

知の如 く小試料論 として規定付けられる。小試料論 といふのは 試料の大きさ(箒 域数量)の 小さ

い、場合にしか利用1{S來ないといふ意味ではなくて,試 料の大 きさの大きい場合には勿論・小さV・za

合にも利用出來るところの,精密な理論であることを意味するのである。記述統計學に於いては,實

験とい、ふ概念が明瞭でない。理論的模型と客概的現賓とが封立し・両者の封決を假説の瞼定 として

行ふといふ理念ド明らかでなかつた。統計學の現在の用語でいふならば・母集團と試料 との区別が

明瞭でなδ.つた。われわれは.假 詮として母集團を設定する。われわれが統計的認識に於い工知 り

たいと駆 のは母集團1・就いての知識であb,し 蝿 われわれが現實蝿?も のは試料である・即

ち統計賓料なるものは,假 説的な母集團からの試料としてこれ を認める。これが現代の統計學の見

方である。こ でゝ我 々は統計的認 職の特質といふことを省察する必要があるやうに思はれる。経験

批判論の歴史的社會的墓盤を,こ ゝでは論じ得ないのであるが・Pearsonの 生物統計墨と同一系譜の

GaltonO優 生學を見るならば,そ の階級性も又掩ふべ くもない。若き日の紅會主義者karlParson

が,そ の統計學を完成した日は,淋 しき厭世主義者としての自分を見出さねばならなかつた。

§4.統 計的認識の構造 統計的認識の構造を解剖するには,わ れわれが現實に統計調査,統 計

的研究,特 に餐量分析及び實験計書に於いて如何に質罠しつ ゝあるかを,凝 硯する他はない。統計

調査,統 計的研究のそれ らの賓際面の経験を通 じて.我 娩)甕 験するところは・典摯的な統計的認

識が次の諸殿階を順夫に経過 しつ ゝ,形 成されるといふ事資である。それは.集 團化,標 識化,瀞

別化(要 因別化,,等 買化,動量化,と,そ うして確率化といふ6段 階である。先づ統計的認識は集團

現象としての把握であPeそ の把握は箇物を,或 る特定の標識 に於いて(よ って)行 ふ ものである

から,集 團化と標識化とが先行するのはい ふ迄もない。弐に,ひ とは統計的認識をもつて藪量的な
_計 数的或は計量的な一認識であるといふ。然し,数量化の前に・異質的なものを・要因別に分割し・

そ うして分割された小集團がその内部では夫 々等質的なものとなつてゐるといふ操作が前提されて

ゐなければならない。これを,我々は 肩別化に妙 等質化燵 するといふ風に表現したい 但し・

こゝに云ふところの層別化は,抽出方 法の麿化法 よりも廣義に解釈 してゐる。このとき・びとは・

統訥 識の対象に対し て晶 つところの多 くの知識働 財 る囎 をもつのである・対象 の陥

する固有の嶺域の 知識 と,統 計的認識方法とは,乙 ゝに於いて緊密に 協同しなけ屯ばな らない。こ

の様な知識の 動員によつて我々 は難 なNSIj化 を施 し得るし 等質化を甑 させること醐 來る・



しかし蝕1こ併 ピて次○事が注意 さ{1なけllばなら之こい。即ち,こC撰 な知識,よ 以 下に也べるて9う

に,當 の統計資料自艦 こよつて,そ ○安嘗性を批判される關係にもあるとい 」・こと,そ して等ヒ気的

なもOは,未 だ必すしも勲量的な もOで ないとと,こ02勲 が指摘 訓1な ければならないr救 量O世

界には演算がある。等質の世計界O・構疲要素'1,B,(t,… …に対して,軍:こ 勲量 σ,bst・,……が夫 々封

慮 させられるといふのは,朱 だ蹟量化の段階とは云へない。勤量 α,b,・',・・…・に数量O世 界O演 享

を施した結果.f{ia,b,c,・…∴'一一例へばa十b十etα レ 等 々一に対して ・等質の世 恥こそれO原 像の

存在が意味をもたなければならない。意味をもつ とbふ0は,必 タしも現}でもつ ところO続 許資料

Oな かに存在しなければならないξいふ要請ではないe存 在の可能性が前提されなければならぬ と

いふことである。か くして,我 々は,我 々が現實に存在するところの決定の資料をもつて,或 る可

能的なもの,或 る假説的なもOO1つO現 實化であるとO假説 を提示 しつ ゝ,そO辞 鐸つ零、とic,

統計資料を理解しようとする段監へ進む。帥ち,統 計資料は,或 る假詮的 な母漿團よク抽出さ註た

る試料であるとの見方 こ於いて,現 實を理解 しようとする。そのとき,母 集團を或る鷲味で代表す

るところの試料O代 表性が,如 何にして客観性を獲得 し得 るか ゞ周董であるe顧itば,居 別化ζ⊃操

作 に於いて,我 々は既存の知鐵○動員に努 めた。既}こその動員の行は轟鑑 した殺階にわれわれは今

立つてゐるecOと き,我l」 はいはば,そ の内部;こ於いては,夫 々1つoChaosで あるところ

○・部分集團を前にしてゐるのであるeこ ゝに於いて,我 をO依 つて以つて立つところの方法ば,

Chaosに対する 虞理としてO,確 率fヒO操 作で なければならないe俄 子を室中に投上げて机上に

静止ずる面を讃むとき,どO目 が顯はれるかiま,我々の豫測 し得ないところの世界である。 しか し,

各自Oあ らわれ る騨 は夫d!6で あるといふ婁に於いて 客監的 二:諒識が可能である。較計的三こ1識

○段階:こ於いて・確率 化があらわれろ○は,確 率を導入することによつて,認 識の客齪性 を保持 し

ようとするものであるeこLに 確率化とは,お よそ歳の烹味に解すべきである。夘ち,現 實O資 料

を河 能的なものが現實化 されたものとして見るとき,幽 母集團 ・・らの試料として,現 實の資料

をながめるといふ際:こ,母 集團か ら○抽1【1操作…に何等力・の意昧 で逢機fヒ(randomization、 を施す

ことによつて確率を導入することをいふOで ある。'一

われわれは,試 料O客 凱性を保持するために確率O導 入を必妻 とすると云つた。 こO黙 が詳説さ

れなければならないであらう。そ㊨意味は,偶 然的な饗動Oも ち得べき愛動計量を害叢的に評賃し

ようとするものであるといふべ きであらう。然 らば・その様な 薫勤 計量は何故に必要であらうか
。

それは一言 をもつて悉ふならば・推測論理○客鶴性を保有しようとする點にある6先 づ評贋の問題

としてこれを見 よう。われわれO知 シたいのは,母 集園iこ蘭 してであり,わ れわれの持つてゐるも
のは・試料 に過 ぎない 試料etSUeし て下すところの欄 は,母 集團{調 する1っ の推測であり

委 しく云ぺ 瑠 便であるeこO評 債は・現實の試料にもとつく働 ,偶 羅 を佛 、,こO偶 瀧 は

礎 されない・しかしこの偶羅 は克甘1ミされる。'それは財 るlc,こO蹴 性bも っ肇動程度 を知

悉することに依つてである。

次 に検定の問題か ら鵬 てみよう喋 團1ヒカ・ら藪靴 までへの過歓 於て,巽 々Oな し來つたと
ころは・質 より量への進行であつたと云へよう。そうして,そ ○窮るところに,確率 化O段 階があ
るeこ の段階に到達するに至って,輯!才 ・17は今や逆に量よ り質へ○進行をも用意しっ ゝあるわけ

な¢～であるc・その意味は・さきに記述統計學つところで述べたや うに,質的差異と思1まれ るも○を,

偶然的趨 を購 ζして・検定 しようといふ ことである.こ ・に,検定 の もつ論峯○綴 脹 裡

わ浦 着目しなければた らな… こ。論理は款 。淋 では綴 的eあ る即 嚇 定の臼安副 用

されると坊 の骸 鵬 量といふ も・⊃は日 惚 練 が行一て來たところ曙 號
.等 質化;、よつて

始 め て得 られ た もり で あつ て ・ 麿 別 化,等 貞化 苓二前 提 とす る もの で あ る
。 この 前 還 の もと;こ得 られ



た とこるO目 安を用ひて,前 提自身を検定 し批判しようとするから,そ れは明らカ・に循環的な論法

でな くして何であ らう。しか し乍 ら,循 環的なるが故に,そ れを輩に形式論理的に矛盾すると考へ

てはならない.わ れわれは,統 計的認識Oも つ秀寵 注的性格をこゝに把握すべきである。さきに要

因あ わと愛「れわれが考へたところも必すしも,羅 封不愛的にそう前提されるわけではない。それは

實論によつて検定 さ.tlるべ き假説 として受取るべき場合があるわけである。突き止められ る必然性

を列撃し,と れ に依って要因を學げて來たわれわれは・そこから偶然性 といふものを導きrKlして來

たOで ある寮,た ゞ畢純;Cそ う考へてはならない。こ0偶 烈性 二そさきの必然性tt却 って逆に検定

すべき能力をもつe偶 然性 と必然性 とO,こO相 互的佼存協係,滲 透關係をこゝに的確に把握しな

ければならない。この事は,見 方をかへて云ふならば,因 果遮究的な研究と統計的な研究との相互

依存的開係を示すもOで もあるともいへよう。

統計的認識の典型的な姿を,以 上Oや う;C把握するな らば,記 述統計學O限 界性を更に明確に指

摘することが111來るであらうebllIe言 はれることは,殿 量化の段著に問題があるであらう。例を

記述統計 學O原 型である生物統計屡●こついて言ふならば,周 知O如 くそれは生物測定學に結びっい

て装達して來た。しかしなが ら,暦 別化(婁 因別化、O段 階に於いて生物現象O本 質にふれること

淺 くして,こ ゝを輕 く素通 りして,生 物例 へば人艦)O各 部O計 測値をもつて箇盟を標識化す ると

ころに,弱 黙がある死rけであらうe等 質化が客鶴性をもち得ない ところに,科 學 として低度なもの

があるといはなければならない。一勿論か く云ふことは,生 物測定墨をいささかた りとも無用視し

ようといふ0で はない。第1に それは雁むべ費段階であるが・しかしそこに上P得 ない段階である

こ去,第2に 生物學に応用 され る統計學は,生 物測定學 と蓮命を共にしなければならぬ課でないζ

と,我 セO強 調したいOは こ02點 なのてある。一以上の結果として,母 集團に關する假論を検定

するためO客 篠的條件を塾備す る鐵に於いて,記 述統計學者は誠に放慢であつたし時にはその用意

を全然訣いてゐたといはれて も仕方がないのである。この事は,推 測統計學に進んできた現代,我

々が過ぎにし方を振 り返って始めて見出す ことの出來ることである6現 代o統 計學が推測統計學と'

して,母 集團に醐する假説 を検定することを目標となし錫 るといふととは,こ の目標を達成するた

め○客観的籐件を整備す ることに努力 を捧げて後始めて確保され得ることである。それは集團化,噛

標識化,暦 別化`.婁因別化),等 質化,鍛 量化,確 率化に対する 一暦の用意があつて得 られたことで

ある。併し乍 ら推測統計學が,こ の用意だけです ぐに樹立された ものではないのは勿論である。精

密試料論といふ部門の獲達がこれ}d孚 ふ必要があつた.と はいへ例へば,WilliamSealyGosset

(】876--1937年'}が,そ の異常な才能によP,t-一分布0導 入を行ひ簸學上の一定理を獲得したといふ

こと○みによつて統計學上の進歩を決定したと見るべきでないの も又言ふ迄もない。G。ssetの 當

面した生産技術が`一分布の導入を必要とし,その利用を可能にしたといふ,その基盤が指摘されなけ

ればならない。客鼠的存在と教學的存在との対応 を確保してのみ,後 者は前者を解明するための妻

具とな り得 るといふことを,我 々はこゝにも見出すのである。

§5.推 測統計畢の基盤 推測統計學とな り得 るための,客 翻的條件の整備 を如何にして用意し

たか,近 代統計學が記述 統計學から推測統計學へ脱皮するために必須な要件は何であつたか,わ れ

われはこれ ちの問題を検討しなければな らないであらう。

それに対して,わ れわれの解答は3方 面か らなされ るであらうe統 計技術的に云ふな らば,.比較

法と逢機化法 とO,任 務機能を明確に自畳 し,そ の活用を遣憾なく行ふといふ黙が學げ られるであ

らうe論 理的には,蕩 察O論 理たる一致法のみでな く實験の論理たる差異溝の利用に將眼 してゐる

ことが指摘されるし,從 つて辮謎法的性惰を精び來つた顯にあると云へるであらう。数穰的には・

縞圧試料論を用意したことが,畢 げらるべ きであらう。本節では,統計 技術の面からみて,現 代統



計學の基盤を探ねることにしよう。

A.圃 場試駐法の沿革 農事凌術が技藝か ら科學○域へ進んだ最近100年 間o歩 みは,現 代の

統計學O基 盤となるもOで ある。特●ζRotbamsted農 事試験場の演 じた役割は統計學史上不朽の

ものであらう。

Londonの 北方約25哩 の地點 に位するRothamstedの 地主JohnLawesが,自 己所有の農

場忙試験場を開設 したのは,18婁3年 の ことであつた。開設の目的は,農 業の根本原理 を究明し,農

業技術の改善,農 村生活の向上に資するにあつたが 試験場の研究範國は極めて廣汎1τわた り,動

物 の解剖學的研究,植 物O凌 養研究にも及んだ。特 に19世 紀農業の嚢達に対して は,當 時盛んに

なった肥料工業つ進歩を通 じて,(特 に燐酸童及び窒素質肥料;c關 しで,Rothamsted試 験場の演'

じた貢献は大 きなもOが あるOは 周知の通 りである。

圃場試験に於いて,営 面する問題は,地 質O憂 化が原因となつて,試 験の誤差が非常に大きい と

いふことである6Rothamsted試 瞼場ttは,1843年 創設以來,現 在では醤圃場●(Ctassicalfield)

と云はれてゐるところの圃場がある。こ俄 は1っ の標準 をきめて之 を不攣ieし 永久に綾行するもの

で・箇 々の試験区(plot)は 面積1/2エ ーカーを普通はこえないものであつて,こ .れ忙対して 一区

つつ夫 或々 る特定O施 肥を行一JN,そO結 果 を比較 して 各種の肥料庭理 を比較 しようといふのであ

る。しかし,多 年引績 き試験 した結果 として,王 蓮 のやうに試験の誤差が非常に大きい といふ こと

が判明 した。試験場開設以來・同一の施肥を施 し左2っ の 試験区に於いて差額が10%～20駕 に

「eする蹴 ある・この様な 事情oも とでは・施肥を異}ヴ る2つ の繍 晦 比較する場 合,どの程

慶施肥により・どの程度試験区固有の地質の相異によるか 判ゞ明しないことになる。奮圃場の考へ

方として・試験画場を入念に区切り・幾年忙も亙つて,同 一試験区 に同一施肥を繰返すのは,氣 象

條件のやうな時間的経過をもつ邉動;cZZし ての,施 肥O影 響は見得るわけではある。しかしこれ;C

よ り試験区相互問 に存在する地力の相異は見出され鐸 ない。農事試験は,そ の當初よ り異質的な性

質 をもつ材料 を取扱はねばな らなかったにも係 らす,そ の鐵の反省が不充分であつた。そOた め比

較的大きな試験旺 を設けて廣い面鷲に亙って持綾的な試験 を行った。その結果,勿 論見るべき結果
はあつたが・一面甚だしい無駄 もあつたわけで,決 定的な結果 を得 るためには,大 規模な試験 を長

期に亙つて行ふ必要があつた。この鐵は,ヂ ンマークでもア イルラン ドでも同様であつて,例 へば

アイルランドに於いて小妻02種ArcherとGoldthroP3と を比較するため
,6ヶ 年に亘 り.

51回 比較試験 を行つたと聞 く。しか もそれだけではない。決定的な結果を出すためには,25%以

上 も一方が他方よ撒 量が多いことを實謎しなければな らなかつた
。

この問駄 期 る眞の 困難が糊 したのは ・9・・r・1糊 であって
,St・att及 びW。 。d,

Me「ce「 及びHall・M・ntg・m・ry等:eよ つて識 鵬 の 各部分の 樋 砒 較する
ことVaXつ て

糊 されたのである・地力の地域的麺 は,或 る蟹 ,地 墳的:・cfia向鶴 ち,全 ⑫.and。mness

を示すものでは恥 ・この地域の麹 に加へ徽 量:・影響するものとしては
,播 臨 秤量,測 定等

に關す樋 々の繊 誤差が累加してゐるこe ,ig量 の結果蜘 るαd抄 くも1ケ 年を要するこ

と 轍 のた数 槻 鵬 られな鵬 合力・よく起 ること等耀 げられるであらう
。圃蝋 験の當面する困難は

・この徽 大きい 統計學的離 乏いふことは,當 時にあつても當鯖 へられたわけで
あつてKa「IPears・nの 生㈱ 計學的方瀧 援用することは

,農 事試験 を志す燵 の試みたとこ
ろであつた・例へほM・ ・ce・及r」'H・・ は,1エ ーカーをわけて,嬢 磯 合SWの 小試験区
で・マンゴ跡 の場 合200の 小試験区で・k獲 してそ礎 動燈 示した.初 結敷 よ憲u鍼 る程 ,正規分

布の よ嚇 ・はなつてゐるが,同 蹴 地加 燭 が凝 よつてゐ加 とも示諒 た
.健 の

小試糖 輝 倣 とり・これらの靴 の獄 麗 嬬 干伽 つ趣 して灘 的に種切 識 壷
っ



くるといふことも試みられてゐる。この様にして判明したことは,試 験圃場全髄は一・見極めて均一

になつてゐたのであるが,牧量忙は豫期しない変動 が見られるのみな らす;圃場のある部分は目立っ 。

て牧量が高 く,他 の部分は目立って低曳～ そこで牧量によつて等高線をか くと地圖の様に山が所 々

にあ らわれ るのである。

地力のこの墾動から吾 々には一感次のや うな処 置をすればよいのではないかと思はれるであ ら

う^即 ち

(1。)相 互忙比較 しようとする試験処理 を受ける試験区をなるべ く近 くに置いて,地 力の変動 を

均しい割合で うけるやうにする之とを。

(2。)こ のためには試験区 をなるぺ く小さくするとと。

肺 ど張 事試験の賢際問題となると,第1に 作業が 不便である.第2周辺効 果があってい

けない。帥ち各試験区の外側にある周邊の牧量が他の試駐処理をうけるため,換 言すれば他の昂種

のものとならんだり他の肥料をうけたbす るものと隣合つてるために影響 を受ける關係上,牧 量試

験の資料として用ひるのは不適當である。試験圃場を小さく区分して小試験区 を澤山つ くると,こ

の用ひられない部分が大きくなる。

この困難に當面して,農事試瞼家は種 々の圃場試験法を考察して行った。Beqvenの 正方形試験区

の棋盤方式(・h・ssb・ard・ystem・f・quar・y3・dpl・t・)・ ・ロツド列法(・ ・d・・ws血ethgq)・

Beavenの半 條播機法(Half-DriUStripMethod),等 である。これ等を通 じて見られ る思想は,

各種の試験事項が地域的に平均 して分布されるよう,作 爲的}で配列するといふ ことである。特に半

條播機法だけについて見るならば,こ れは條播機の種入箱を 工夫して,.と れを2つ づつ半分に わ

け・その各 々に相異る品種A,Bを 入れておき・これを挿 ζとき一學にAとBと ヒ共に播 くの

であつて,先 づABと いふ風に播thて 畠の端に達すると,こ ゝでは回轄 して今度はBAと なつて

播 くのである。この様に続 けて行 くからHB計BA11BB.tA… … といふ風に並ぶ。但UA,Bと して

あらわすところは,作 條が夫々10條 内外からなつて居b,そ の幅は2米 内外であつた。

以上の思想は,比 較法の悉用}cあ ると云へよう。 それはStudentの 最大類似法(maximam

cgntingency)た 結實してゐる。'.

との様な思想に対して革命的な変換 を與へたのは,.外 ならぬR.A.Fisherで ある。それは・逢

機化(randomization)の 思想を農事試験に導入するものである。即ちrandomarrangement

の方法である。しかも同時に変量分析法(analySiSOfvarianCe)とい ふ統計的解析法が武器 とし

て登場 したのである。新圃場(NewField)の思 想をこゝ忙見るのである。例へば観塊法で抵・試

験圃場 を若干個のプロツク(塊,集 区)に 分ける。各 ブ ・ック内で は,試 験 しようとする愛員(例

へば品種.施 肥等)のす べてを1同 はふくむ様にする。その點は從來の方法の如 く系統的にやるわ ●

けであるが,愈 々各プロツクの内部に於いて各誤験区1ζ,.とれ らの愛員を嫡 に配置するかは全 く

逢機的に行ふ。例へば椴子をふってそれによつてきめる。 との方法のなかに,前 節で蓮ぺたところ

の麟 化の理念を讃みとるととが出來るであらう。.}

然しとの方法でも尚多 くの訣黙はあり縛 る。試験圃場を若干箇の鼠塊が溝成するのはよいが・と

ーれ らの融 の大鎌 痴 じて或 る特定の10の 罐 な職 里が他。ものより も、地力ρ1駅 欄 な

位置をとることはあり得る。例へば試験圃場は北側が 肥沃であるが,或 る 」 が各集甚で北齢 こか

たよつてゐるといふことは起P得 る。この様な事惰は當然墜量分祈法で考慮忙入れられてゐるが・

た 蝦 差を大きくすることを否め7s・・のである.と の困難を寛服す礁 にjR.'A・Fi・her.の 探用'

1.たのが.L・tin方 格法であつた。こittは試験項 目が若 干箇あるとき,と れをWtヵ・5bて 搬 か ら

見ても各獺 が1回 づっあちわれる配置をいふのである。例へば試験項目の菱員が4っ で・・一これ



をH,R,C,Dで あ らかす と き,第2圖Oや うな 配 置 法 で あ る。 こ0

様 な 配 列 法・は 他;Cもnc通;)も あ る。 そ の何tl.カ.の 配 列 法 を,逢 機 的 に

抽 き規 して 決 定 す るの で あ る。

地 力 の墾 動 に封 塵 す る た め,異 常 な困 難 を克 服 しな けilぱ な らた か

つ た農 事 試験 家 は,そ の努 力O結 果 として,更 に進 ん で 要 因配 列 計霊

(factoゴalexperiment)の,思 想に達 した令此の思想を次 に要約しよう。

貴験にあつては,着 目する槻測結果或は敷果に影響 を及ぼすと想燥される諸原因がある場合には,

これ らの諸原因を何等かの方法によつて,多 藪の基本的な要因に分解 し,實 験の際には,そ の うち

の或る特定の因子を除いた他の諸因子を一定に保ち得 る様な管理條件を設定し,こ の取除いた単一

因子搾けを・〈O管 理條停。もとで塗化させてその敷 果を見るといふ建諮をとるeこ れを科學的研

究道程の本筋であると看倣 してゐるのが一般の通念であらう。しかし,説明實験はとにか くとして,

眞に蛮見的な方法といへ るであらうか,研 究の賓情に邸して云へば,無数 にあ り得べき因子のうち,

若干のものが特 に研究の慣値があらうとは思はれるけれども,こ れ を決定的:こ証明するOは 不可能

なことが多い し,相 互依存關係 も又明瞭ではないのでおる。しかし從來は,多 くの要因を同時に墾

化させ,そ の結果から結論を餌すことは考＼得なかつた。それ には如何なる實験 を計書すればよい

か。又計婁された實験 より得 られた結果を如何に分析して求める知識を讃みとるか,こ02 。貼につ

いて何等知らなかつたのである。これに封虚するもあこそ實験計書法の理論である。とれ をうち樹

てたRothamsted試 瞼=場のR.A.Fisherの 功績は,不 朽の ものとhは なければならない。しカ、

もそれ搾・畢寛するに・此 較芦と逢機f躍 ミとの・至1衛的なそうして適切な使用に由來するといへる

の で あ るo

我 々は これ之 同 時 にGossetの 功 績 を充分 認 め るぺ きで あ ら う。 アfル しラ ン ドに於 い て,ビ ール

會 社 技 肺 と して,大 萎栽 培 の技 術 面 に通 曉 した 彼 が,上 蓮 の 半 條播 機法O提 唱 者 の1人 で あつ た 。

Gossetの 統 計 思 想 を表現 す るO;・c,1っ の 公式 を もつ て す る と とが1{捺 よ う。統 計愛 量 ・X ,Yの

比較 をす る に営 つ て,X,y,X-rO標 準 偏差 を夫 ぐO -;,σr,ax-rと しXとyと の 相 關 係籔 を

ρ とす る と

比 較 津 の要 訣 は ・ 上 式O左 邊 を1;s來 るだ け 小 さ くす る こ と で あ るが,普 通a .r,の一を 小 さ くす れ

・ば よい様に考へてゐる。しかし ρ を大 きくするといふ方法のあることに注意しなければならない。
B・ 大量生産の管理 統計的認識O重 要な醗點 を,比 較法と逢機化法 とIC見illした吾 々は,統 計

的認識の癖謹法的性格の一面を,夫 量生産管理に見出すであらう。大量生産管理 に統計的方渋が恋

用される忙至つたのは・20世 紀切頭以華の燭占資本主義が 規格統一と産業 含理化に武童となつて

ムらのこ(≒であ り9そ の基盤奪くしては,統 計理論O基 本たる母集團の概念をとの方面に於いて把

握すること跡 可能であらう・近代の生産様式臓 す÷こるの緯返し篠 は,元來,規 格通 りの品物

を繰返し繰返し作 ることである。それは,規 格に規定された同一の ものであることを目標としてゐ

る・しか 欲 現歓 は・奎 槻 髄 りといふことはない,若 干の…鋤 耐 法に品質}覗 受け られる・

この墾動は,或 は材料の不齊に依 ることもあらう。生産工程中に入P込 む種 々の複雑な要因による

もQで あらう。そOう ち・技術的に確め得るものは,こ れを究明し遜すことであらう。けれども突

き止め得ない,い はy管 理 し得ない所の墾動が事實尚淺 るのである。 これ計に対して,統 計的方法は,
倒くば管醐O方 激 切,例 へば技術楡査O方 法により,管 理の方瀧 與へ得 るのである

。9防

,或る変動が果して統計的な安定舩態のもと}・あらわれる織 覆 動 として看倣さオ乙る耀 うかを判定
する目髄 提供ナるのが・鱗 論であ り統計載蟹 ある。偶縮 渤 ⑰ るとい、ふ娯諦 藻 却されな



ければならなくなると,そ れは技術的に究明されなければならないことになる。そこに技衛・と統計

とC・協力があるわけである。ところでこ日て私が指摘したい ことは,規 格→生産→検査 といふ この

進行ではない。先づ規格を立てる。それに依つて生産を行ふ。生産の結果が果して規格通 りか否か

を楡査する。それで事が絡 るならば,一 方的な進行 看ある。しか し實際はそうではない。元來,規

格なるものを,天 降 りに立て られるものでな くレて,生 産の實脚 こ節して可能な現實的なものでな

ければならない。それは,現 に生産を行ひ,そ うしてその結果 を検査し得てのみ把握さ1τることで

なければな らない。或る特定の規格は,過 去に於 ける生産とその櫨壷の」ちに立つ。規格,生 産,槍 .

査の論理的性格は・假説の設定,賓 験の途行,暇 説D楡 定といふ科學的認識の進行に夫 々対応 して

考へ られるぺきもOで ある。人間の認識は,こ の三段階を循環 しつ ゝ,螺線的に進行して行 く様 に.

生献 術の敵 於いても 規格・生産論 査の三段蹴 螺線的燦 過しつ雌 んで行 く.大量生産

管理e統 計的方法の理論的根振 を求めるとき,母 集團の概念を要望され るのは當然である。しかし

流れ作業 に入るまでの試作の道程に於い て,或は大量生産に入つたと思はれてからの検査た於いて,

いふところの母集團の概念も叉假説の提出といふ惹味に解鐸されてなければならないであらう。そ

こには逐次近似O方 法が前提されてなければならない。生産といふ實陵を通 じて統計的安定厭態を

つ くるといふ人閤の主禮性が看取されなければならない。それは母集團を前提するのではない。母

響 わ欝懲 購 灘 ε理 乙よ妄灘 箆 は訣し囎 をつく漏 で
はない。～二sで私の意圖した二事!ま,古 典統計學,記 述統計學,推 測統計墨 と,大 まかた眺めた場合

の・これ ら3者 の相互聞O相 異 と連続とであつた。特に記述 読計學 と推測統計學との相互間の比較

は統計學の登達の方向を見通し統計墨の本質を 見究めるための,重 要な狸點 を提供するものであ

る・そうして推測統計學の特徴を,統計技術的には比較法と逢磯化法とにあるとし,論理的には賓験

の論理の上に立っものとして・し興 辮讃法駄 理解されるぺ 舳 のなることを主張したいのでφ

つた。このための例示として,農 事試験の沿革と大量生産管理の方法 とを學げたのである。

以上の議述:C於い て私は自然科學とか所謂技術の方面O爾 蓮から眺めて來た。これに対して 當然

起P得 べき疑問乃至批判は,社 會統計學乃至経濟統計學といふものこそ所謂統計學の本流ではない

オ・,これに燭れることなくして果して統計學の基盤を指摘σし得るであらうかとい、ふことであらう。

これに対して私は次のや うに答へたい。

第1・ に・私はこゝでは統計的方法 といふことに観點 を置いたといふ ことである。このため方法

の遷革に寄與したものが何であったかを先づ指摘しなければならなかった。塗革の原理がこゝでは

問題であつた・第2は,か くして指摘された基盤は,更 に探究して行 くとき,社 會の物質的,経 濟

醒墓盤につき進まざるを得ないであらう。統計學C基 盤としては営然老こまで進むべきであらう。

その必要は認めるのであるが,こ ゝではそれに達せナして筆 を措いてあるbそ れほ全面的に本格的

lc論ぜられ:5べ きものとして置 くべ きであらう。第31eraじ く紙藪の關係があつて,統 計的方法の

魏黙から重要な計量経濟學,計 量心理學 に於ける統計的方法に全然鰯れてないことを御断 りして置

く。そうして第iに,若 し統計學が自然科墨力・杜會科學かとV・ふ様な 質問が尚あるとすれば,私 はt

自分の立場として,そ の様な設問自盟を反問したい。われわれ人間?cと つては,究 寛のところ唯1

つの科學 しかなレ・。それは歴史である・自終科學の嚢達は,そ れを育成し得る社會の基盤の上忙立

ち社倉の饗望 にまP方 向付けられる・他方社斡科學の本質的な進歩の多 くは,所 謂自然科學的芳法

の懸用ではなかつたであらうか。

近代葦計學の歩み來つて確保 し得た地貼は,自 然科學,社 會科學の至分野がそこに集つて更に前

進を用意すべきところの1っ の共通の前進基地を提僕するものの如 く思はれる。,



絡 加こ原塙を讃まれて批判を寄せられた」曾山元三郎博≠に感謝の意を表 したい。同氏の御注意に

よ り若干補筆するととろがあつたことを附記 したい。

有 限 母 集 團 か ら の 抽 出 法

増山 元 三 郎

中央氣象塞衡生氣象研究室 東京大學物療内科数室 統計敷理研究所

§1.話 の始めに

抽出法 を紹介するには,齢 親的な記述の學問である古い統計學一 一それはその原語Statistikg.
"s亡atus'購 朧1)の 鯛"ρ 名}ζふさ就 い一 と行動的雛 測と縮 の學彫 ある侃 嘩

計 畢 一 一stochastics="Stochos(推 測,目 論見)の 學 問"の 区 別 か ら出喪 す る こ とが 好 ま し

が・醗者の歴史とその経濟的基盤にっいては北川敏男褒授の慶れた解説があるので夫を参照された

い㌔1}

推計學では・特定の目印を持つ個艦の穏ての集)を 母集團(P。pulation)と ゆう。個體 といっで

も生物 を指すとは限 らない。ある一定の管理 水準で作 られた製品の一つ一つを指してもよい。又旨

印と摯つて・S-一一つとは限 らない。日本 人とゆ う目印と男性という目印と満20才 とゆう目印を持つ

個體← 日本の肚丁)を 考えて もよい。その母集團を形作る個盟O幾 つかを標本(sample)又 は試

料(字 面はよhが ・資料 と同音で鋼い)と ゆ う。標本中の商艘の員数 を標本の大きさ(sizeof

sample)と ゆう。推計娯では標本 を調 べて.こ れを手措 りに 母集團の特性を掴 もうとする。 知 り

たいのは母集騨 ついての知識であるカ・,顛 の簸 な母細 では鍛 調査は不可能であり,有 限
な母集團で砿全薮調査の結果得た法則は,法 則性追求の鐵からみて,他 に懸用の途がない法則とい

う黙で意味が無い。.

全鰍 査の嫡 例とし蜘 られた園勢調査も,人 蕨 象の欄 的な一甑 の全鰯 査姻 ぎない

ので・標本の雑 圃 べているζ燃 ら施 のである.翻 が役立っ繕 浦,夫 が行動の指針を
輿えるか否かに在 る。どんなに完全な調査でも,そ の調査結果が分つた頃対象 とした集團の質が愛

?丁 しまつていたのでは殆ん ど役立たない。 噛

獺 燗 ぺられるの膿 本で・
.しか蜘)た いのは標本の知識 そ眺 のではなも 母集團の鰍でわるとす る

と,

10ど んな方法で推定すれば一番 よlath、?

2.そ の一番Xibmaで 准定した時
,ど の位の誤be犯 すか?(勧 観 す櫛 脆 牌(Lev。1

0{sigriificatice)と ゆう。)
3「 黙 の大きさを一定 とするなら,そ の標本 をどう抽いた らよいか?'

1)北 川麟 鯉 統鳳 鞠 鳩 ♂一翫 棘 輝 新Mit
,・947.

北墜 男:近 轍 酵 媒 盤・本誌4ヒ 川徽 雛 線 をR .A.Fi。h。.渤 推蹴 計學といつてv、
P・tvる一 靭 λ娘 轄 飛・A・Fi・h・ ・凱 の創始者だか らであ る

。


